
高等学校 情報科 （  社会と情報  ）での活用事例  

                活用場面 

        

Google Classroomを活用してプレゼンテーションに能動的に参加する 

 

  

■ 使用する機器、アプリ等 

 PC、ワイヤレスマイク、Google Workspace for Education 

■ 学習のねらい 

・情報機器や情報通信サービスの仕組みを聴衆に分かりやすい言葉で発表できる。 

・他者の発表を通じて、情報機器や情報通信サービスの仕組みについて理解を深める。 

 

■ 学習の流れ （４５分） 

時間 学習活動 

３分 

導入 

○本時の目標の確認 

○評価方法についての確認 

ルーブリックに沿って相互評価する。 

25分 

展開① 

［発表を行うグループ］ 

○１人２分でグループ発表を行う（１班５人） 

［上記以外］ 

〇発表を聞きながら相互評価に取り組む。 

〇疑問に思ったことを適宜Classroomのクラスコメント欄に記述する。 

14分 

展開② 

［１班目質問対応］７分間 

○クラスコメントに寄せられた質問に答える。 

○その場で回答できない項目がある場合は、改めて調査する。 

※信頼できる情報を見つけることができた場合は、その場で答えてもかまわない。 

［２班目質問対応］７分間 

同上 

３分 

まとめ 

○相互評価シートの提出 

 

 
Ｃ２：協働での意見整理 

 
 

Ｃ１：発表や話合い 



 

■ ココで ICTを活用！ 

Classroomのコメント機能を使って発表内容に対する質問を投稿する 

情報機器や情報通信サービスの仕組みについて探究し、Google スライドで発表用スラ

イドをグループで作成・発表した。発表後に一人１回以上、クラスコメントに質問を記入

し、その質問に対して答える時間を設けた。 

 

 

Google Formを活用し、発表内容に対する相互評価を行う 

ルーブリックに基づき、発表内容に対する相互評価を行う。 

発表を聞いて理解が深まったことについて、短文の自由記述欄も併せて設けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画１ 

動画２ 

https://youtu.be/Yvqm9-wybFE
https://youtu.be/oBPMQepA3uk
https://youtu.be/Yvqm9-wybFE
https://youtu.be/Yvqm9-wybFE
https://youtu.be/oBPMQepA3uk
https://youtu.be/Yvqm9-wybFE
https://youtu.be/oBPMQepA3uk
https://youtu.be/oBPMQepA3uk
https://youtu.be/Yvqm9-wybFE
https://youtu.be/oBPMQepA3uk


 

 

■ ICT活用のメリット 

クラス全員が、質疑応答の場面に公平に参加することができる 

生徒一人ひとりに発言の機会を設けることは時間の制約もあり困難であるが、Classroom のコメント

機能を活用することで、公平に質問を投稿する機会を設けることができる。また、発言することが不得

意な生徒であっても、文字ベースで参加することができる。 

 

円滑に相互評価を行うことができる 

Google Form を活用することで、評価用紙の配付・回収・集約の作業が不要となり、即時で集約まで

行うことができる。 

■ 本実践での工夫 

情報機器や情報通信サービスの仕組みについて、他者と協働的に探究し、スライドに視覚的にまとめる

ことができた。スライドの作成にあたっては、Google スライドを活用し、グループで協働編集を行った。

また、コメント機能を使い、他者の意見を取り入れながら修正にあたった。 

活発な質疑応答の時間を設けるために、口頭のやり取りだけでなく、Classroom を活用し、質問内容

を残すことで、他者の疑問点から気づきを促すことができた。また、他者の投稿（質問）内容に触れること

により、質問を投げ掛けるスキルの習得にも繋がったと考えられる。 

■ 実践の振り返り-活用を深めるために- 

発表に向けた準備、発表後の質疑応答を通じて、情報の科学的な理解を多様な観点から深めることが

できた。クラスコメントに寄せられた質問に対して、口頭で答えるだけでは、その場限りの学びとなってし

まうことが課題である。そのため、クラスコメント内に文字で返信することも大切である。 

クラスコメントの文字ベースでのやりとりが「学習の記録」として残ることになり、後からも見返すことが

できるようになる。また、その場で答えられなかった質問に対して、後から詳しく調べて回答することがで

きたり、生徒同士が協力して答えを見つけることができたり、より深い学びに繋げることも期待される。 


